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ような時期だからこそ、サボテンを育ててみるのはいかがでしょうか。
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花開くときを

想っています



別段面積（下限面積）は
　　　　　40アール

★
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て

　

い
ま
す
。

★
借
り
手
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で

　

き
た
場
合
は
、
利
用
権
設
定
に

　

よ
り
貸
し
借
り
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
を
貸
し
た
い
、
看
板
を
設

　

置
し
た
い
方
は
、
農
業
委
員
会

　

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

秦
野
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
の
有
効
利
用
の
促
進
、
荒
廃
・

遊
休
農
地
化
の
防
止
を
目
的
と
し

た
「
看
板
制
度
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

★
貸
出
意
向
の
あ
る
農
地
に
看
板

　

を
設
置
し
ま
す
。

★
借
り
手
が
目
視
で
農
地
情
報
を

　

確
認
で
き
、
農
地
の
貸
し
借
り

　

を
促
進
し
ま
す
。

　　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の

老
後
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の

向
上
と
農
業
者
の
確
保
を
目
的

と
す
る
公
的
年
金
制
度
で
、
次

の
全
て
の
条
件
を
満
た
せ
ば
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

 

・
年
間
農
業
従
事
日
数
が
60
日

　

以
上

 

・
60
歳
未
満
の
方

 

・
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
で

　

あ
る
こ
と

　

ま
た
、
確
定
拠
出
型
の
年
金

で
、
次
の
長
所
が
あ
り
ま
す
。

 

・
年
金
額
が
加
入
者
数
・
受
給

　

者
数
に
影
響
さ
れ
な
い
。

 

・
保
険
料
は
全
額
控
除
対
象
。

 

・
保
険
料
の
国
庫
補
助

　

（
一
定
の
要
件
が
必
要
）

お
問
い
合
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
８
２―

９
６
５
４

　

は
だ
の
都
市
農
業

　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
８
１―

７
８
０
０
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◎
看
板
制
度
と
は…

　農業委員会では、遊休農地の把握や発生の防止・解消を

目的とする農地の利用状況調査を夏から秋にかけて実施し

ます。この調査は農地法に規定されているもので、毎年実

施しています。また、この調査で見つかった遊休農地の所

有者に対しては、冬に利用意向調査を実施します。これも

農地法に規定されているもので、遊休農地の今後の利用に

ついて、貸付希望や耕作予定などを文書でお尋ねします。

　なお、利用状況調査の実施に当たり、農業委員・推進委

員や事務局職員が農地に立ち入ることがありますので、ご

理解ください。

　併せて、この機会に、農地の管理状況が適正かどうかを

確認してください。遊休農地が発生すると、その農地だけ

でなく、周辺農地や近隣住民の生活環境の悪化につながる

おそれがあります。

　農業委員会は、毎年農地法第３条第２項第

５号に規定する別段の面積（下限面積）を審

議することとなっています。　

　別段面積（下限面積）とは、農地法第３条

の規定による農地の権利移動（所有権の移転、

賃借権・使用貸借による権利の設定等）をす

る場合、受け手の耕作面積が、農地の権利移

動後に最低限なければならない面積のことで

す。

　今年度の別段の面積（下限面積）は、４月

24日開催の第４回総会において審議され、40

アールと決定しました。

利用状況・意向調査を実施
“農地の管理状況を確認しよう”

看
板
制
度

存
知

？

農
業
者
年
金
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

路
工
事
等
）
に
つ
い
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

落
花
生
の
品
質
と
収
量
の
増
大

の
た
め
の
生
産
資
材
等
の
導
入
に

要
す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
（
農

協
へ
出
荷
し
て
い
る
方
は
、
農
協

が
と
り
ま
と
め
）。

　

秦
野
市
鳥
獣
被
害
対
策
重
点
取

組
地
域（
令
和
２
年
度
は
３
地
区
）

に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

て
作
成
し
た
地
図
を
元
に
、
集
落

環
境
調
査
等
の
共
有
や
防
護
柵
や

わ
な
の
設
置
、
藪
払
い
の
実
施
等

に
つ
い
て
検
討
し
、
地
域
ぐ
る
み

の
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
秦
野
産
農
産
物
に
対
す

る
愛
着
や
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
、

秦
野
産
農
産
物
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

や
農
業
者
と
市
民
と
の
交
流
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
と
流
通
関
係

者
と
一
体
と
な
っ
た
産
地
ブ
ラ
ン

ド
の
構
築
に
よ
る
「
秦
野
版
地
産

地
消
」
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

優
良
農
産
物
の
登
録
認
証
を
行

い
、
地
場
農
産
物
を
消
費
者
に
分

か
り
や
す
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

生
産
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
消

費
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

農
業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的

機
能
（
水
源
か
ん
養
、
景
観
形
成

等
）
の
維
持
を
図
る
た
め
、
農
業

者
等
が
共
同
で
取
り
組
む
農
地
維

持
活
動
（
草
刈
り
、
泥
上
げ
等
）、

地
域
資
源
（
農
地
、
水
路
、
農
道

等
）
を
適
切
に
保
全
管
理
す
る
た

め
の
共
同
活
動
及
び
農
業
用
施
設

の
長
寿
命
化
の
た
め
の
活
動
（
水

　

50
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
に
対

す
る
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

の
交
付
や
、
は
だ
の
市
民
農
業
塾

を
通
じ
た
新
た
な
担
い
手
の
育
成

・
確
保
事
業
の
実
施
及
び
農
業
団

体
が
実
施
す
る
農
業
後
継
者
の
育

成
事
業
、
市
民
の
農
業
理
解
の
促

進
に
向
け
た
事
業
に
対
す
る
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

本
市
の
中
核
的
な
農
業
者
で
あ

る
認
定
農
業
者
等
で
組
織
す
る

「
秦
野
市
認
定
農
業
者
協
議
会
」

が
実
施
す
る
経
営
規
模
拡
大
・
農

地
集
積
に
向
け
た
資
本
整
備
へ
の

取
り
組
み
に
対
し
て
補
助
し
、
認

定
農
業
者
の
経
営
の
安
定
化
並
び

に
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

秦
野
市
で
は
、
荒
廃
農
地

　

に
対
し
て
補
助
金
を
出
し
て

　

い
ま
す
。
利
用
予
定
の
方
は

　

必
ず
事
前
の
相
談
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

◎
農
地
流
動
化
整
備
事
業

　
　

荒
廃
農
地
を
生
産
性
の
高

　

い
農
地
と
し
て
整
備
す
る
た

　

め
、
３
年
以
上
の
利
用
権
の

　

設
定
が
必
要
で
す
。

　
　

※

（
初
年
度
の
み
）
10
ア

　
　
　

ー
ル
当
り
最
大
６
万
円

◎
荒
廃
農
地
解
消
対
策
事
業

　
　

農
地
の
適
正
な
保
全
と
有

　

効
利
用
を
は
か
り
、
将
来
的

　

に
は
利
用
権
を
設
定
し
ま
す
。

　
　

※

（
初
年
度
の
み
）
10
ア

　
　
　

ー
ル
当
り
最
大
３
万
円

※

実
施
年
度
の
翌
年
か
ら
３
年

　

間
維
持
管
理
を
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

※

申
請
者
が
多
い
場
合
に
は
、

　

予
算
の
範
囲
で
按
分
と
な
り

　

ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、
は
だ
の
都
市

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
８
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７
８
０
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本
市
で
は
、
農
業
施
策
の
指
針
と
な
る
「
秦
野
市
都
市
農
業
振
興

計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
（
計
画
期
間
：
平
成
２
８
年
度
〜
令
和

２
年
度
）
。
計
画
に
掲
げ
る
４
つ
の
基
本
目
標
（
Ⅰ
農
業
経
営
の
安

定
化
と
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
Ⅱ
農
地
の
保
全
と
農
地
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
活
用
、
Ⅲ
安
全
な
農
産
物
の
生
産
・
消
費
に
よ
る
地
産

地
消
の
推
進
、
Ⅳ
農
業
に
対
す
る
理
解
の
促
進
と
交
流
の
活
性
化
）

を
柱
に
、
農
業
者
、
市
民
、
関
係
団
体
及
び
行
政
が
一
体
と
な
り
、

多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、
農
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
①
②
は
、
市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
担
当

　
　
　
　
　

・
③
④
⑤
⑥
⑦
は
、は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

令
和
２
年
度
秦
野
市
農
業
関
係
施
策

〜
多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、「
農
の
恵
み
が

　
　
あ
ふ
れ
る
都
市
」の
実
現
を
目
指
し
て
〜

①
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進

②「
農
の
担
い
手
の
育
成
」

③
地
産
地
消
の
推
進

④
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

⑤
農
地
の
多
面
的
機
能
を

　

支
え
る
共
同
活
動
を
支
援

⑥
落
花
生
の
生
産
支
援

⑦
鳥
獣
対
策

・農業振興費　 68,589 千円

・園芸畜産業費 14,452 千円

・農地費　　　 46,513 千円

令和２年度
秦野市農業関係予算

ま　
ち
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策
定
し
て
い
ま
す
（
計
画
期
間
：
平
成
２
８
年
度
〜
令
和

２
年
度
）
。
計
画
に
掲
げ
る
４
つ
の
基
本
目
標
（
Ⅰ
農
業
経
営
の
安

定
化
と
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
Ⅱ
農
地
の
保
全
と
農
地
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
活
用
、
Ⅲ
安
全
な
農
産
物
の
生
産
・
消
費
に
よ
る
地
産

地
消
の
推
進
、
Ⅳ
農
業
に
対
す
る
理
解
の
促
進
と
交
流
の
活
性
化
）

を
柱
に
、
農
業
者
、
市
民
、
関
係
団
体
及
び
行
政
が
一
体
と
な
り
、

多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、
農
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
①
②
は
、
市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
担
当

　
　
　
　
　

・
③
④
⑤
⑥
⑦
は
、は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

令
和
２
年
度
秦
野
市
農
業
関
係
施
策

〜
多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、「
農
の
恵
み
が

　
　
あ
ふ
れ
る
都
市
」の
実
現
を
目
指
し
て
〜

①
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進

②「
農
の
担
い
手
の
育
成
」

③
地
産
地
消
の
推
進

④
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

⑤
農
地
の
多
面
的
機
能
を

　

支
え
る
共
同
活
動
を
支
援

⑥
落
花
生
の
生
産
支
援

⑦
鳥
獣
対
策

・農業振興費　 68,589 千円

・園芸畜産業費 14,452 千円

・農地費　　　 46,513 千円

令和２年度
秦野市農業関係予算

ま　
ち



本
的
な
こ
と
で
す
が
、
私
は
こ
の

基
本
が
一
番
、
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

五
感
を
フ
ル
に
使
い
、
時
に
は

第
六
感
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
毎
日
、
豚
と
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。

　

や
っ
た
ら
や
っ
た
分
だ
け
の
成

果
が
目
に
見
え
て
返
っ
て
く
る
の

も
養
豚
の
１
つ
の
楽
し
み
で
も
あ

り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
管
理
を
し

て
あ
げ
れ
ば
、
豚
も
そ
れ
相
応
の

答
え
を
出
し
て
く
れ
ま
す
。
私
達

管
理
者
が
適
当
な
管
理
を
す
れ
ば
、

豚
も
同
じ
よ
う
に
適
当
な
結
果
を

出
し
ま
す
。

　

う
ち
の
養
豚
の
始
ま
り
は
祖
父

が
戦
後
、
家
の
庭
先
か
ら
始
め
た

の
が
ス
タ
ー
ト
で
、
養
豚
と
い
う

よ
り
は
種
豚
の
生
産
が
メ
イ
ン
で

し
た
。
豚
の
ブ
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

そ
の
後
、
親
父
の
代
に
な
り
規

模
拡
大
を
し
て
、
自
宅
の
庭
先
か

ら
鶴
巻
の
外
れ
の
赤
水
門
の
所
で

種
豚
生
産
を
始
め
ま
し
た
。

　

時
代
と
と
も
に
人
工
授
精
が
主

流
に
な
り
、
元
豚
を
買
う
お
客
さ

ん
が
減
っ
て
い
く
と
、
う
ち
の
農

場
で
も
種
豚
生
産
よ
り
肉
豚
生
産

の
数
の
方
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

理
師
専
門
学
校
に
通
い
、
２
０
歳

の
時
、
卒
業
と
同
時
に
地
元
の
寿

司
屋
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
23
歳
ま
で
の
間
、
外
で

働
き
、
短
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が

料
理
以
外
の
仕
事
も
経
験
い
た
し

ま
し
た
。

　

23
歳
に
な
る
９
月
頃
、
再
就
職

先
も
決
め
ず
に
当
時
、
働
い
て
い

た
会
社
を
辞
め
た
の
が
き
っ
か
け

で
家
業
で
あ
る
養
豚
の
仕
事
を
始

め
ま
し
た
。

　

初
め
は
次
の
働
く
場
所
が
見
つ

か
る
ま
で
と
思
い
仕
事
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
１
ヶ
月
、
２
ヶ
月

と
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
面
白
み
が

出
て
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
管
理

を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
生
き
物
を
管
理
す
る
こ

と
は
と
て
も
大
変
だ
と
そ
の
と
き
、

同
時
に
感
じ
ま
し
た
。

　

当
然
で
す
が
豚
は
話
を
し
て
く

れ
ま
せ
ん
。
豚
の
寝
方
、
呼
吸
の

仕
方
、
毛
艶
、
エ
サ
を
ち
ゃ
ん
と

食
べ
て
い
る
か
、
水
は
飲
め
て
い

る
か
、
豚
舎
内
の
温
度
、
湿
度
、

換
気
の
状
態
、
そ
の
他
色
々
な
管

理
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
基

　

そ
の
為
、
記
録
を
詳
細
に
と
り
、

収
穫
後
の
感
想
も
入
れ
て
次
の
年

の
作
付
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
記
録
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

家
業
で
あ
る
養
豚
の
仕
事
を
始

め
て
今
年
の
９
月
で
13
年
目
に
な

り
ま
す
。
私
は
家
業
を
継
ぐ
気
は

無
く
、
高
校
を
卒
業
し
て
料
理
の

道
へ
進
も
う
と
思
い
、
町
田
の
調

　

農
家
に
嫁
い
で
30
年
以
上
に
な

り
ま
す
。

　

農
業
を
全
く
知
ら
ず
、
最
初
の

頃
は
言
わ
れ
る
ま
ま
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

私
は
播
種
、
育
苗
と
葉
物
類
や

豆
類
等
の
軽
い
物
の
収
穫
を
主
に

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
市
場
へ
の
出
荷
の
為
、

少
な
い
品
目
を
大
量
に
作
っ
て
い

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
に
出
荷

す
る
様
に
な
り
多
品
目
を
少
量
ず

つ
長
期
間
出
荷
で
き
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
、Ｐ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
下
痢

の
病
気
が
全
国
で
広
ま
っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
完
全
に
肉
豚
生
産
へ

変
わ
り
ま
し
た
。
去
年
の
夏
頃
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
、
現
在

で
は
約
３
４
０
０
頭
の
豚
を
生
産

管
理
し
て
い
ま
す
。
地
元
、
秦
野

で
は
Ｊ
Ａ
は
だ
の
じ
ば
さ
ん
ず
で

門
倉
ポ
ー
ク
と
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

地
元
の
皆
様
の
理
解
あ
っ
て
の

養
豚
業
、
匂
い
対
策
や
環
境
対
策

に
も
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
初
心

を
忘
れ
ず
に
、
日
々
豚
と
向
き
合

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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農
家
の
声

農
家
に
嫁
い
で

石
井
　
末
子（
千
村
）

初
心
を
忘
れ
ず
に

門
倉
　
幸
治（
鶴
巻
）

 

　
　

公
開
し
て
い
る
情
報
に
つ
い

て
も
農
地
法
で
決
め
ら
れ
て
い
て
、

農
地
の

①
所
在
・
地
番
②
地
目
③
面
積
④

地
域
区
分
⑤
所
有
者
名
⑥
耕
作
者

名
⑦
農
地
中
間
管
理
権
の
状
況
⑧

遊
休
化
の
状
況

な
ど
の
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

農
地
ナ
ビ
は
会
員
登
録
な
ど
が

な
く
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
農
地
ナ
ビ
」
で
検
索
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
「
神
奈
川
県
」「
秦
野
市
」

と
選
択
す
れ

ば
本
市
の
農

地
情
報
を
見

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

農
地
の
貸

借
を
希
望
さ

れ
る
場
合
な

ど
、
是
非
ご

活
用
下
さ
い
。

　
　

農
地
ナ
ビ
っ
て
、
耳
に
し
た

こ
と
は
あ
る
け
ど
、
ど
ん
な
制
度

な
ん
で
す
か
？

Ａ　

農
地
ナ
ビ
は
改
正
農
地
法
に

基
づ
い
て
農
地
の
情
報
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
の

規
模
拡
大
や
、
新
た
に
農
業
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
方
々
に
農
地
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
農
地
の

利
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
目

的
で
す
。

　
　

農
地
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
具
体
的
に
は
ど
ん
な

内
容
が
公
開
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

か
？
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Ａ

相
談
コ

ナ
ー

ー

ー 

農
地
ナ
ビ
に
つ
い
て 

ー

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
令
和
２
年
３
月
〜
令
和
２
年
６
月
）

荒
廃
農
地

解
消
実
践
活
動

※写真は昨年の様子です。

支援
センター
通信

  

●
総
会

　

  

３
月
25
日
、４
月
24
日
、

　

  

５
月
26
日
、６
月
25
日

　

  （
主
な
審
議
案
件
と
件
数
は
左
表
の
と
お
り
）

  

●
運
営
委
員
会

　

  

３
月
17
日
、４
月
16
日

　

  

５
月
15
日
、６
月
15
日

「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
」

　

荒
廃
農
地
解
消
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
協

働
し
て
荒
廃
農
地
解
消
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
東
田
原
地
内
の
約
23
ア
ー
ル
の

農
地
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

荒
廃
農
地
解
消
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
は

現
在
53
名
登
録
さ
れ
て
お
り
、参
加
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、は
だ
の
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
８
１‐

７
８
０
０
）ま
で
。

 

審　議　案　件

耕作目的の売買・貸借
（3条許可）

市街化調整区域の転用
（4・5条許可）

市街化区域内の転用
（4・5条届出）

利用権の設定

相続税納税猶予

件数

4

10

68

5

2

17,678

16,678

37,499

10,544

4,627

面積（㎡）
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①
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③
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④
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⑤
所
有
者
名
⑥
耕
作
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中
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遊
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、
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も
見
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と
が
で
き
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」
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、

ホ
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ペ
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ペ
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で
「
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」「
秦
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市
」
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選
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ば
本
市
の
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情
報
を
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る
こ
と
が
で

き
ま
す
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農
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の
貸

借
を
希
望
さ

れ
る
場
合
な

ど
、
是
非
ご

活
用
下
さ
い
。

　
　

農
地
ナ
ビ
っ
て
、
耳
に
し
た

こ
と
は
あ
る
け
ど
、
ど
ん
な
制
度

な
ん
で
す
か
？
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地
ナ
ビ
は
改
正
農
地
法
に

基
づ
い
て
農
地
の
情
報
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
の

規
模
拡
大
や
、
新
た
に
農
業
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
方
々
に
農
地
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
農
地
の

利
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
目

的
で
す
。

　
　

農
地
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
具
体
的
に
は
ど
ん
な

内
容
が
公
開
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

か
？
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荒
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の
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で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

荒
廃
農
地
解
消
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
は

現
在
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、参
加
は
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時
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る
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０
０
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で
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審　議　案　件

耕作目的の売買・貸借
（3条許可）

市街化調整区域の転用
（4・5条許可）

市街化区域内の転用
（4・5条届出）

利用権の設定
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件数

4

10

68

5

2

17,678

16,678

37,499

10,544

4,627

面積（㎡）



　

全
国
農
業
新
聞
は
、
最
新

の
農
業
情
勢
の
提
供
と
解
説
、

先
進
農
家
の
経
営
紹
介
、
農

業
入
門
な
ど
読
ん
で
役
立
つ

情
報
が
満
載
で
す
。

●
毎
週
金
曜
日

　
　
　
（
月
４
回
）
発
行

●
購
読
料
月
額

　
　
　

７
０
０
円

●
お
申
し
込
み
は
、

　

農
業
委
員
・
推
進
委
員
、

ま
た
は
事
務
局
ま
で
。

　　　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
８
２
ー
９
６
５
４
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全
国
農
業
新
聞

編

記

後

集

事
務
局
人
事

全
国
農
業
新
聞

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
大
変
な

思
い
を
し
な
が
ら
農
業
を
し
て
い
る
皆
様
！
元
気
で

い
ら
れ
ま
す
か
？
天
気
も
良
く
静
か
に
迎
え
ら
れ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
夢
が
膨
ら
ん
で
い
ま

し
た
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
年
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

現
在
、
田
園
回
帰
志
向
が
強
く
な
っ
て
農
業
に
関

心
が
集
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
終

息
し
て
笑
顔
で
仕
事
が
で
き
る
日
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
　

農
業
委
員　

宮
村　

俊
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
令
和
２
年
６
月
１
日
）

★
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　

今　

井　
　
　

剛
（
兼
務
解
除
）

　
　

尾　

上　

武　

史
（
環
境
共
生
課
へ
）

　
　
萩
　
原
　
　
　
梓
（
こ
ど
も
育
成
課
へ
）

★
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　

事
務
局
長
（
局
長
代
理
を
兼
務
）

　
　

池　

田　

武　

人
（
市
民
活
動
支
援
課
か
ら
）

　
　

深　

川　

和　

幸
（
秦
野
市
伊
勢
原
市
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衛
生
組
合
か
ら
）

　

営
農
し
て
い
る
農
家
の
皆
様
と
、
農
地
を
所
有
し
て
い
る
地
権
者
の
皆

様
に
、
地
域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
未
来
の
地
域
農

業
の
設
計
図
を
作
成
す
る
「
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
取
り

組
み
が
全
国
で
始
ま
り
、
本
市
で
は
組
合
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
今
後
市
内
の
農
業
者
が
国
の
各

種
支
援
策
を
活
用
す
る
に
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
割
合
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
元
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
ご
回
答
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

※

お
問
い
合
わ
せ
は

　
　

秦
野
市
農
業
振
興
課
ま
で
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○
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
期
限

　
　
　
　

８
月
14
日
㈮
ま
で


